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清
代
初
期
松
江
の
画
家
顧
大
申

二と
に3

田

晴

来日

清
代
初
期
に
活
躍
し
た
松
江
の
顧
大
申
を
知
る
人
は
、
む
し
ろ
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
代
の
画
家
の
伝
記
『
読
画
録
』
を
著

わ
し
た
周
亮
工
が
、
顧
大
申
を
三
人
の
著
名
な
文
人
画
家
の
一
人
に
数
え
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
は
松
江
を
代
表
す
る
著
名
な
文
人
画

家
で
あ
っ
た
。

明
代
の
終
わ
り
填
か
ら
台
頭
し
始
め
た
松
江
画
壇
は
、
文
人
画
理
論
を
確
立
し
た
董
其
昌
の
出
現
に
よ
っ
て
、
蘇
州
の
呉
派
を
圧
倒

し
、
画
壇
の
覇
権
を
握
る
。
こ
の
時
期
の
松
江
に
は
、

董
其
昌
の
他
、

莫
是
龍
、

趨
左
、

沈
土
充
等
多
く
の
有
名
な
画
家
が
輩
出
し

た
。
し
か
し
、
松
江
の
黄
金
時
代
は
短
く
、
王
朝
交
替
の
混
乱
期
を
経
る
と
、
襲
賢
で
よ
く
知
ら
れ
る
南
京
画
壇
と
弘
仁
を
代
表
と
す

る
安
徽
派
が
新
た
に
台
頭
し
、
中
国
画
壇
は
多
極
化
す
る
。
董
其
昌
の
流
れ
は
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
y

ク
な
画
風
と
理
論
を
よ
り
形
式
化

す
る
方
向
で
、
太
倉
出
身
の
王
時
敏
・
王
鑑
等
正
統
派
と
呼
ば
れ
る
画
家
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
隆
盛
を
迎
え
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期

に
は
、
そ
の
対
極
と
も
言
え
る
個
性
的
な
画
風
を
生
み
だ
し
た
個
人
主
義
画
家
の
石
器
、
八
大
山
人
等
も
活
躍
し
た
。

華
々
し
い
清
代
初
期
の
絵
画
史
の
動
き
の
影
で
、
松
江
画
壇
は
以
後
絵
画
史
上
か
ら
姿
を
消
す
が
、
顧
大
申
は
、
こ
の
時
期
の
松
江

に
あ
っ
て
、
最
も
傑
出
し
た
画
家
で
あ
り
、
松
江
画
壇
の
持
尾
を
飾
る
画
家
で
あ
っ
た
。
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清
代
初
期
の
絵
画
史
は
、
画
壇
の
盛
衰
、
画
壇
相
互
の
交
流
、
多
種
多
様
な
画
風
の
出
現
等
多
く
の
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
、
問
題
を
考
え
る
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
忘
れ
ら
れ
た
名
画
家
顧
大
申
の
伝
記
と
絵
画
を
取
り
上
げ
、
特
に
、
絵
画
で
は

非
松
江
的
な
特
徴
の
著
し
い
黒
川
古
文
化
研
究
所
所
蔵
の
『
渓
山
詩
興
図
』
に
つ
い
て
重
点
的
な
検
討
を
試
み
た
。

〈

2
）

初
期
の
画
業

顧
大
申
（
？

1
5
3
i）
は
、
初
名
を
錦
、
字
を
震
雅
、
号
を
見
山
・
堪
斎
、
或
い
は
長
谷
・
長
谷
外
史
・
谷
水
と
い
う
。
明
末
の
動

乱
期
に
、
松
江
府
華
亭
県
に
生
ま
れ
た
。

松
江
の
地
方
志
に
は
、

万
暦
時
代
（

5吋
ω
1
5
5）
の
末
に
諸
生
で
あ
っ
た
彼
の
祖
父
の
伝

記
が
僅
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
、
彼
の
父
と
子
の
名
と
官
職
が
わ
か
る
だ
け
で
、

〈

3）
ぃ
。
た
だ
、
彼
の
晩
年
の
題
詩
に
、
「
我
家
亭
林
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
亭
林
と
は
、

一
族
の
詳
細
な
系
図
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な

万
暦
時
代
の
華
亭
の
有
力
者
で
、
董
其
昌
の

（

4
）
 

絵
画
の
師
で
も
あ
っ
た
顧
正
誼
の
号
で
あ
り
、
顧
大
申
も
こ
の
顧
正
誼
と
何
ら
か
の
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
江
は
、
万
暦
時
代
に
宋
旭
、
孫
克
弘
、
顧
正
誼
の
三
画
家
が
出
現
し
て
よ
り
、
画
壇
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
よ
う
に
な
り
、
文

人
画
の
規
範
を
董
巨
（
五
代
の
董
源
と
北
宋
の
巨
然
）
と
一
万
の
四
大
家
（
黄
公
望
、
仮
墳
、

王
豪
、
呉
鎮
）

に
置
く
南
宗
画
理
論
を
確

立
し
た
董
其
昌

c
u
s－－

a。
）
の
登
場
で
、
当
時
対
抗
し
て
い
た
蘇
州
の
呉
派
を
圧
倒
し
、
中
国
画
壇
の
頂
点
に
立
っ
た
。
こ
の
間
の

（

5
〉

朱
恵
良
氏
の
『
趨
左
研
究
』
に
詳
し
い
。
松
江
画
壇
は
、

府
名
よ
り
由
来
す
る

松
江
画
壇
の
形
成
と
呉
派
と
の
確
執
に
つ
い
て
は
、

「
松
江
派
」
、
県
名
よ
り
由
来
す
る
「
華
宵
守
派
」
、

ま
た
、
こ
の
地
域
の
古
名
よ
り
由
来
す
る
「
雲
間
派
」
等
の
呼
び
名
が
あ
る
が
、
ど

れ
も
定
義
は
明
確
で
な
い
。
ジ
ェ

l
ム
ズ
・
ヶ
l
ヒ
ル
教
授
は
、
仮
に
、
越
左
、
沈
土
充
等
職
業
画
家
を
「
雲
間
派
」
と
呼
び
、
葦
其

（

6）
 

昌
と
関
係
の
あ
っ
た
顧
正
誼
、
莫
是
龍
等
の
文
人
画
家
を
「
華
亭
派
」
と
呼
ん
で
い
る
。
墨
を
多
用
し
、
穏
や
か
な
筆
致
で
、
画
面
全



体
が
霧
に
か
す
ん
だ
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
趨
左
、
沈
土
充
等
の
画
風
（
図
I
）
と
、
筆
墨
の
純
粋
な
交
互
作
用
で
よ
り
山
水
に
峻
厳

な
風
貌
を
与
え
る
董
其
昌
の
画
風
（
図
2
）
f主

松
江
画
壇
の
代
表
的
画
風
で
あ
っ
た
。
時
代
的
な
広
が
り
と
画
家
の
個
性
的
差
異

t土、

一
つ
の
画
壇
と
画
風
の
定
義
を
困
難
に
し
て
い
る
が
、
何
れ
に
し
ろ
、
董
其
昌
出
現
以
後
の
松
江
画
壇
は
、
南
宗
画
理
論
で
武
装

し
、
画
風
の
上
で
も
、
董
其
昌
の
抽
象
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
画
風
が
波
及
し
た
、
董
其
昌
を
中
核
に
し
た
画
壇
で
あ
っ
た
。

明
末
の
顧
大
申
の
作
品
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
画
業
を
知
る
術
は
な
い
。
し
か
し
、
顧
正
誼
の
一
族
と
し
て
、
董
其
昌
の
絵
画
運
動
に

は
直
接
触
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

清代初期松江の画家顧大申

（

7
）
 

当
時
、
顧
大
申
は
松
江
の
文
人
た
ち
と
詩
と
政
治
の
論
議
を
戦
わ
す
気
鋭
の
文
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
松
江
に
は
、
陳
子
龍
（

5

。∞l
中
、
片
）

に
率
い
ら
れ
た
政
治
結
社
的
な
文
人
グ
ル
ー
プ
幾
社
が
あ
り
、
顧
大
申
は
、
幾
社
発
足
人
の
一
人
彰
賓
の
弟
子
で
、
禎
崇
十
五

（

8
）
 

に
は
彰
賓
が
作
っ
た
幾
社
の
別
派
贈
言
社
の
発
足
に
参
画
し
て
い
る
。

年
（
－

E
N）

明
清
の
王
朝
交
替
後
、
顧
大
申
は
順
治
三
年
（
呂
志
）

の
科
挙
の
郷
試
に
合
格
し
、
挙
人
に
な
り
、
順
治
九
年
（

HBN）
の
北
京
で
行

わ
れ
た
殿
試
で
は
、
第
二
甲
六
名
（
全
体
で
九
番
目
）
と
い
う
優
秀
な
成
績
で
合
格
し
、
進
士
と
な
っ
た
。
官
は
工
部
主
事
を
授
け
ら

れ
、
董
政
の
監
督
官
と
し
て
江
寧
（
今
の
南
京
）

に
赴
任
し
た
。

顧
大
中
の
初
期
の
作
品
に
、
『
南
宗
名
画
苑
』
所
載
の
一
ム
ハ
五
一
年
作
『
老
松
飛
泉
図
』
（
図
3
）
と
南
京
赴
任
時
代
の
ご
く
初
期
の

作
品
で
あ
る
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
の
一
六
五
二
年
作
『
秋
白
山
居
図
』
（
図
4
）
が
あ
る
。
共
に
董
其
昌
の
影
響
は
著
し
い
。
『
老
松
飛

泉
図
』
は
、
上
辺
に
滝
の
あ
る
丸
み
の
あ
る
山
、
中
景
に
異
な
る
種
類
の
数
本
の
木
、
下
辺
に
渓
流
の
流
れ
る
岩
場
を
描
い
て
い
る
。

画
面
上
部
に
配
さ
れ
た
谷
間
か
ら
滝
の
流
れ
落
ち
る
山
の
モ
チ
ー
フ
は
、
顧
大
申
が
好
ん
だ
モ
チ
ー
フ
で
、
以
後
の
作
品
で
も
し
ば
し

23 

ば
現
わ
れ
る
。
こ
の
図
は
、
樹
木
の
比
重
が
大
き
く
、

ほ
と
ん
ど
近
景
だ
け
の
山
水
が
画
面
の
全
体
近
く
を
占
め
る
独
持
な
構
図
を
取
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っ
て
い
る
。

ま
た
、

樹
木
に
し
ろ
、

山
に
し
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
が
ほ
と
ん
ど
何
も
重
な
ら
な
い
よ
う
に
平
面
的
に
配
さ
れ

た
、
や
や
散
漫
で
稚
拙
な
構
成
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
図
が
顧
大
申
の
画
業
の
な
か
で
も
ご
く
初
期
の
作
で
あ
る
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
。
薄
い
墨
の
地
塗
り
と
披
麻
娘
で
表
現
し
た
岩
や
土
捜
は
、
非
常
に
滑
ら
か
で
抽
象
的
な
明
暗
を
見
せ
、
董
其
昌
の
作
風

に
近
い
。
更
に
、
安
定
感
を
故
意
に
崩
し
た
よ
う
な
激
し
い
屈
曲
を
見
せ
る
樹
木
の
動
態
か
ら
は
、
明
ら
か
に
董
其
昌
の
影
響
が
見
う

け
ら
れ
る

（図
2
）。

『
秋
日
山
居
図
』
は
、

主
山
を
中
心
に
置
く
安
定
感
に
富
む
山
水
で
、
『
老
松
飛
泉
図
』
よ
り
も
複
雑
な
構
成
を
取
っ
て
い
る
。

し

か
し
、
震
に
よ
っ
て
主
山
と
樹
叢
の
あ
る
前
景
を
ほ
ぼ
完
全
に
二
分
す
る
構
図
は
ま
だ
単
調
で
あ
る
。
ま
た
、
前
景
と
主
山
の
連
係
も

不
明
瞭
で
、
構
図
と
し
て
は
決
し
て
成
功
し
て
い
な
い
。
前
景
の
動
き
を
見
せ
る
樹
木
と
そ
の
背
後
に
隠
れ
た
建
物
は
、
明
ら
か
に
董

其
昌
を
学
ん
で
お
り
、

明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
し
た
抽
象
的
な
岩
の
構
成
も
葦
其
昌
の
影
響
か
と
思
わ
れ
る
（
図

2
1
こ
の

よ
う
な
丸
み
の
あ
る
穏
や
か
な
山
に
、
小
さ
な
割
れ
た
岩
と
頂
き
の
平
ら
な
岩
を
配
す
山
の
構
成
は
、
元
時
代
の
黄
公
望
の
画
風
を
倣

っ
た
も
の
で
あ
り
、

董
其
昌
を
始
め
、

正
統
派
の
画
家
た
ち
の
最
も
基
本
的
な
山
の
構
築
様
式
と
な
っ
て
い
る

（図
5
）
。
顧
大
申
の

主
山
の
絞
法
と
構
成
は
、
葦
其
昌
に
比
べ
穏
や
か
で
、
寧
ろ
同
時
代
の
正
統
派
の
画
家
王
時
敏
や
王
鑑
に
近
い

（図
6
）。

『
老
松
飛
泉
図
』
と
『
秋
日
山
居
図
』
は
、
主
に
董
其
昌
か
ら
学
ん
だ
個
々
の
モ
チ
ー
フ
を
、
顧
大
申
が
ま
だ
独
自
の
構
図
に
う
ま

く
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
葦
其
昌
亜
流
の
画
家
と
し
て
、
未
熟
な
段
階
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

中
期
の
画
業

順
治
十
四
年

2
8
3
に
、
顧
大
申
は
、
江
蘇
省
の
西
北
で
、
山
東
省
と
の
境
に
近
い
夏
鎮
で
運
河
の
水
利
を
司
る
官
に
転
任
し
て



い
る
。
地
方
志
に
は
、
夏
鎮
時
代
の
善
政
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
人
は
、
友
人
た
ち
が
出
世
し
て
い
く
の
に
、
自
分
が
低
い
地
位

に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
、
随
分
悲
観
し
て
い
た
。
王
朝
交
替
の
悲
哀
を
体
験
し
、
第
二
甲
第
六
名
と
い
う
優
秀
な
成
績
な
が
ら
、
中

央
の
出
世
コ

l
ス
か
ら
外
れ
、
実
務
畑
の
官
吏
と
し
て
辺
地
に
赴
任
し
た
こ
と
は
、
顧
大
申
に
と
っ
て
ニ
重
の
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
に

相
違
な
く
、
度
々
詩
を
作
っ
て
は
、
不
遇
を
嘆
い
て
い
た
。
順
治
十
五
年
（
－

g
∞）

に
、
周
亮
工
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
、
顧
大
申
と

海
幡
の
孤
臣
葛
衣
を
冷
や
す
」
は
辺

清代初期松江の画家顧大申

船
上
で
宴
を
催
し
、
詩
を
交
換
し
て
い
る
が
、
顧
大
申
の
詩
句
「
荒
城
の
野
成
秋
析
を
鳴
ら
し

（

9
）
 

地
勤
務
の
不
満
と
も
読
め
る
。
ま
た
、
順
治
十
七
年
（

5
8）
頃
、
顧
大
申
の
友
人
施
間
章
は
、
返
書
で
詩
の
中
に
恨
み
事
を
表
現
し

（叩）

て
は
い
け
な
い
と
、
諭
し
て
い
る
。

江
南
の
土
大
夫
層
に
対
す
る
清
朝
の
大
弾
圧
と
見
ら
れ
る
奏
鈎
の
獄
が
あ
り
、

順
治
十
八
年
（
－

g】）

顧
大
申
も
順
天
府

ヂ
」
＋
」
酢
、

t
t
 

（
今
の
北
京
）

の
通
判
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
母
の
死
に
遇
い
、
故
郷
の
華
亭
で
喪
に
服
し
て
後
、
元
の
官
職
に
戻
っ
た
。
帰
郷

後

顧
大
申
は
、

を
得

偶
然
朝
替
を
濫
り
に
す
戟
を
執
る
こ
と
十
五
載

（日）

来
帰
し
て
旧
林
に
返
る
・
：
」
で
始
ま
る
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
務
を
解
か
れ
て
後
、
故
郷
で
草
堂
を
築
く
喜
び
を
歌

「
我
は
本
雲
整
の
土

厳
廊
自
ら
浮
沈
す

今
蕊
に
帰
来
す
る

っ
た
も
の
で
、
官
史
と
し
て
の
浮
沈
と
失
意
を
経
験
し
た
顧
大
申
の
解
放
感
と
満
足
感
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
。
帰
郷
の
時
期
は
、

「
偶
然
朝
替
を
濫
り
に
す

戟
を
執
る
こ
と
十
五
載
」
か
ら
単
純
に
計
算
す
る
と
、

一
六
六
七
年
と
な
る
が
、
康
照
三
年
（
広
ま
）
ム
ハ

月
作
の
『
渓
山
松
亭
図
』
か
ら
、
「
華
亭
」
に
代
わ
り

（ロ）

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
長
谷
外
史
」
の
号
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、

そ
れ
よ
り
早
い
一
六
六
四
年

一
六
五
二
年
の
『
秋
日
山
居
図
』
以
後
、
南
京
時
代
と
夏
鎮
駐
在
時
期
の
作
品
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
顧
大
申
の
画
業
を
見
る
上
で
お

お

よ
そ
十
年
間
の
空
白
が
あ
る
。

し
か
し
、

」
の
聞
に
顧
大
中
の
画
は
大
き
な
変
革
を
経
た
ら
し
く
、

以
後
、

在
京
と
帰
郷
の
数
年
間
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に
、
董
其
昌
画
の
模
倣
か
ら
脱
却
し
、
彩
色
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
倣
古
山
水
を
多
く
描
い
て
い
る
。

一
六
六
二
年
作
の
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
重
轡
古
寺
図
』
（
図
7
）
か
ら
ヱ
ハ
六
六
年
の
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
山
水
画
冊
ま
で
、

擬
古
的
傾
向
の
強
い
作
品
が
続
き
、

顧
大
申
の
画
業
の
中
期
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
作
品
は
、
『
渓
山
詩
興

図
』
を
除
い
て
、
全
て
自
践
で
倣
古
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

明
代
の
万
暦
時
代
頃
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
北
宋
風
の
画
風
が
復
興
し
、
多
く
の
画
家
が
所
謂
H

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
y

ク
μ

或
い
は

H

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
H

と
形
容
さ
れ
る
山
水
を
描
き
始
め
る
。
復
古
主
義
の
画
家
は
、
選
択
し
た
典
拠
に
よ
っ
て
、
色
々
な
作
風
を
描

き
分
け
、

時
に
は
同
一
の
画
家
の
手
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
異
な
っ
た
作
風
の
絵
も
描
い
た
。

顧
大
申
の

『
重
轡
古
寺

図
』
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
他
の
顧
大
申
の
作
風
か
ら
は
全
く
想
像
で
き
な
い
例
外
的
な
山
水
画
で
あ
る
。
「
倣
宋
法
」
と
践
で
言
う
よ

う
に
、
特
定
の
作
品
を
典
拠
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
重
厚
な
妓
法
、
全
体
の
暗
い
ト
l
ン
、
奇
怪
な
形
態
の
岩
が
中
央
に
釜
え
る

構
図
は
、
北
宋
画
的
古
拙
さ
を
意
図
し
て
い
る
。
数
本
に
分
か
れ
た
渓
流
が
滝
口
に
注
ぎ
、
そ
こ
か
ら
糸
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
滝
、

ま
た
、
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
楼
閣
も
、
北
宋
画
を
意
識
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
幹
を
白
く
塗
り
残
し
、
校
に
動
き
の
あ
る
木
の

タ
イ
プ
は
、
恐
ら
く
董
源
様
の
木
の
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
（
図
8
）
。
但
し
、
山
の
中
腹
に
あ
る
頂
き
の
平
ら
な
岩
は
、
呉
派
の
手
を
経
た

後
の
寅
公
望
画
の
モ
チ
ー
フ
で
、

画
面
右
下
の
橋
を
渡
る
人
物
は
、

画
派
を
間
わ
ず
明
末
絵
画
に
頻
繁
に
現
わ
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
。
切
り
立
っ
た
岩
の
壁
に
刻
ま
れ
た
平
ら
な
細
い
道
は
、
や
は
り
呉
派
に
典
型
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ま
た
、
左
下
よ
り
突
き
出

た
岩
が
烹
画
面
を
一
度
遮
り
、
そ
の
岩
と
対
岸
の
岩
に
挟
ま
れ
た
深
い
渓
流
の
情
景
で
始
ま
る
図
の
下
方
の
構
図
は
、
北
宋
画
に
は
見

ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
葦
其
昌
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
画
面
下
の
突
き
出
た
岩
は
、
董
其
畠
の
『
蔀
控
訪
古
図
』
（
図

9
）
を
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
重
轡
古
寺
図
』

の
全
体
に
非
常
に
ま
と
ま
っ
た
構
成
と
重
厚
な
趣
か
ら
す
る
と
、

顧
大
申
は
北



宋
酉
の
崩
れ
た
コ
ピ
ー
を
下
敷
に
し
、
自
ら
再
構
成
し
て
こ
の
図
を
描
い
て
い
る
に
相
違
な
い
。
複
雑
な
構
図
と
精
徽
な
描
法
を
持
つ

こ
の
図
は
、
十
年
間
の
空
白
期
間
に
、
顧
大
申
が
画
家
と
し
て
十
分
な
技
量
を
修
得
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
o

一
六
六
四
年
作
の
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
『
老
松
飛
爆
図
』
（
図
日
）

t土

松
江
出
身
の
元
時
代
の
画
家
曹
知
白
を
典
拠
と
し
た
作
品

で
、
恐
ら
く
、
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
の
曹
知
白
筆
『
群
峰
雪
罫
図
』
と
『
双
松
図
』
の
よ
う
な
山
水
図
と
樹
石
図
を
合
成
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
単
な
る
山
水
で
は
な
く
、
樹
木
を
そ
の
中
心
モ
チ
ー
フ
に
す
る
例
は
、
初
期
の
『
老
松
飛
泉
図
』
や
後
に
述
べ
る
無
年

記
の
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
松
磯
独
釣
図
』
に
も
見
ら
れ
、
大
型
の
樹
木
は
顧
大
中
の
得
意
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
叙
情
性

清代初期松江の画家i説大申

に
富
む
松
樹
は
、
繊
細
な
優
れ
た
筆
致
で
描
か
れ
、
顧
大
申
の
画
技
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
顧
大
申
独
特
の
表
現
が
備
わ

っ
て
い
る
も
の
の
、
幹
を
白
く
抜
き
水
平
方
向
へ
校
を
動
か
す
松
樹
の
動
態
は
、
明
ら
か
に
董
其
昌
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
の

（日）

肢
で
、
顧
大
申
は
、
曹
知
白
を
絶
賛
し
、
そ
の
品
格
が
元
の
四
大
家
に
匹
敵
し
、
越
孟
頗
の
及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
曹
知
白
を
高
く
評
価
し
、
越
孟
煩
を
嫌
っ
た
董
其
昌
の
意
見
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
理
論
に
お
い

て
も
顧
大
申
が
董
其
昌
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
滝
の
流
れ
出
す
岩
山
の
表
現
が
、
従
来
の
松
江
の
画
家
に
は
見
ら
れ
な
い
丸
み
の
帯
び
た
量
感
の

あ
る
も
の
に
変
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
o

董
其
昌
や
趨
左
の
用
い
る
明
暗
の
対
比
の
強
い
岩
の
構
成
は
、
西
洋
の
陰
影
法
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
抽
象
的
・
平
面
的
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
図
の
、
特
に
画
面
上
部
の
岩
の
措
法
に
は
、

全
く
こ
う
し
た
特
徴
は
な
い
。
中
聞
を
白
く
抜
き
、
回
り
に
柔
ら
か
く
細
か
い
妓
を
打
っ
て
丸
み
の
あ
る
岩
を
構
成
し
、
更
に
明
部
と

27 

暗
部
に
よ
っ
て
輪
郭
線
の
層
を
作
り
、
途
中
に
多
数
の
小
岩
を
配
す
る
手
法
は
、
重
厚
な
立
体
感
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

〈

M）

は
、
践
に
よ
る
と
、
黄
公
望
の
『
渓
山
亭
子
図
』
を
倣
っ
た
作
品
で
あ
る
。

同
年
作
の
広
東
省
博
物
館
蔵
『
渓
山
松
亭
図
』
（
図
日
）



28 

小
さ
な
割
れ
た
岩
を
所
々
に
配
す
山
や
数
本
ず
つ
ま
と
ま
っ
た
樹
叢
を
画
面
上
方
の
峰
に
配
す
構
成
は
寅
公
望
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
雲
は
、

黄
公
望
画
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、

画
面
に
古
様
さ
を
出
す
た
め
の
顧
大
申
独
自
の
工
夫
と
思
わ

れ
、
順
次
上
か
ら
滝
が
流
れ
る
構
図
も
、
む
し
ろ
北
宋
絵
画
的
で
あ
る
。
や
や
濃
厚
な
暖
色
の
使
用
も
、
寅
公
望
画
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

懸
け
離
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
中
央
か
ら
下
方
の
激
し
い
動
き
を
見
せ
る
樹
木
は
、
松
江
画
壇
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
上
部
の
谷

間
か
ら
滝
の
流
れ
出
る
山
の
モ
チ
ー
フ
は
、
同
年
の
作
で
僅
か
に
時
期
の
早
い
『
老
松
飛
爆
図
』
に
近
く
、
岩
の
表
現
は
『
老
松
飛
諜

図
』
に
比
べ
や
や
平
面
的
だ
が
、

や
は
り
丸
み
の
あ
る
質
感
の
伴
っ
た
岩
の
表
現
を
示
し
て
い
る
。
黄
公
望
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
存
在

し
な
い
今
、

こ
の
図
と
糞
公
望
の
『
渓
山
亭
子
図
』
を
比
べ
よ
う
も
な
い
が
、
倣
曹
知
白
画
の
『
老
松
飛
操
図
』
同
様
、
む
し
ろ
顧
大

申
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

一
六
六
六
年
の
天
津
市
芸
術
博
物
館
所
蔵
の
山
水
画
冊
は
、
荊
浩
・
馬
遠
・
越
孟
顛
等
五
代
宋
元
の
画
家
を
典
拠
と
し
て
い
る

（お）

ロ
a
－

b
）
。
こ
の
作
品
も
、

図

古
拙
さ
を
出
す
た
め
の
暗
い
ト

1
ン
の
娘
法
を
用
い
て
い
る
が
、

土
述
の
倣
古
作
品
同
様
、
そ
れ
ほ
ど

典
拠
に
忠
実
な
わ
け
で
は
な
い
。
馬
遠
を
典
拠
と
し
た
一
図
（
図

u
a）
で
は
、
辺
角
の
景
を
思
わ
せ
る
構
図
を
見
せ
て
い
る
が
、
描

か
れ
た
樹
木
は
、
顧
大
申
独
特
の
精
微
な
筆
致
を
示
し
、
そ
の
原
型
は
明
ら
か
に
董
其
昌
の
描
く
タ
イ
プ
の
樹
木
で
あ
る
。

こ
の
画
冊
の
内
、

五
代
の
荊
浩
を
倣
っ
た
一
図
で
は
、
『
老
松
飛
爆
図
』
と
『
渓
山
松
亭
図
』
に
み
ら
れ
た
丸
み
の
あ
る
量
感
を
伴

う
岩
の
表
現
が
更
に
顕
著
に
な
っ
て
い
る

（
図
口

b
）
。
輪
郭
を
押
さ
え
、

墨
を
多
用
し
、
量
感
あ
る
岩
を
表
現
す
る
手
法
は
、

同
時

代
の
南
京
の
画
家
襲
賢
の
山
水
画
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る

（
図
日
）
0

面
に
よ
っ
て
重
厚
な
山
水
を
構
築
し
、

厚
み
の
あ
る
岩
の
実

感
を
表
現
す
る
手
法
は
、
当
時
、
松
江
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
顧
大
申
が
、
順
治
九
年
（
－

g
M）
か
ら
順
治
十
四
年
（
民
日
）

（
時
）

京
赴
任
時
代
に
、
襲
賢
等
の
南
京
の
画
家
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

dコ
南



中
期
の
顧
大
申
の
作
品
は
、
理
論
的
に
は
董
其
昌
に
追
従
し
た
か
な
り
自
由
な
倣
古
作
品
で
あ
り
、

（

ロ

）

が
窺
え
る
。
し
か
し
、
顕
著
な
彩
色
の
使
用
等
、
作
風
は
む
し
ろ
董
其
昌
画
か
ら
逸
脱
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
自
由
な
倣
古
は
、
古
画

一
部
作
風
に
も
董
其
昌
の
影
響

の
真
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
否
定
的
結
果
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
だ
が
、
逆
に
、
倣
古
に
借
り
て
、
面
へ
の
関
心
等

新
し
い
要
素
を
吸
収
し
て
い
っ
た
と
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
の
作
品
で
は
、
擬
古
的
傾
向
は
薄
れ
、
顧
大
申
独
自
の
風

格
が
更
に
顕
著
に
な
る
が
、

こ
の
時
期
は
、
董
其
昌
の
面
影
を
引
き
ず
り
つ
つ
、
倣
古
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
を
積
極
的
に
吸
収
し
て

い
た
実
験
的
段
階
と
言
え
る
。

清代初期松江の画家顧大申

『
渓
山
詩
興
図
』

中
期
の
異
色
な
作
品
で
、

松
江
に
な
い
要
素
を
顕
著
に
示
す
傑
作
に
黒
川
古
文
化
研
究
所
所
蔵
の
『
渓
山
詩
興
図
』
（
図
凶
）
が
あ

る。
『
渓
山
詩
興
図
』
は
、
顧
大
申
と
し
て
は
珍
し
い
大
作
の
横
巻
で
、
霞
の
漂
う
秋
の
湿
潤
な
山
水
の
景
を
描
い
て
い
る
。
震
に
浮
か

ぶ
遠
山
の
あ
る
水
景
か
ら
始
ま
り
、
疎
ら
な
樹
木
の
生
え
た
岸
辺
を
経
て
、
山
景
に
続
く
。
中
間
に
帆
船
の
浮
か
ぶ
湖
が
あ
り
、
再
び

小
高
い
山
脈
が
続
き
、
巻
末
は
松
林
に
固
ま
れ
た
楼
閣
の
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
。
山
並
に
は
、
激
し
い
動
き
は
な
く
、
穏
や
か
で
安

定
感
が
あ
り
、
細
い
輪
郭
線
の
内
部
に
冷
た
い
色
調
の
淡
彩
を
使
用
し
て
形
成
さ
れ
た
山
・
岩
・
土
波
も
透
き
通
っ
た
静
寂
感
・
空
間

の
明
噺
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

（
刊
日
）

巻
頭
の
顧
大
申
の
践
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
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『
客
秋
、
呉
輿
に
薄
遊
し
、

顔
平
原
（
顔
真
卿
）
・
文
司
封
（
文
同
）
・
蘇
端
明
（
蘇
拭
）
・
超
承
旨
（
趨
孟
類
）
諸
公
旧
躍
の
勝
を
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偏
歴
す
る
を
得
。
帰
り
来
た
り
て
、
統
ち
尺
一
臓
を
写
し
、
積
み
て
巻
と
為
す
。
題
に
日
く
、
渓
山
詩
興
と
。
余
庚
子

2
8
0）
に
詩
を

以
て
誇
り
を
蒙
り
で
よ
り
、
復
一
詩
を
な
さ
ぬ
こ
と
を
逝
う
。
詩
の
感
ず
る
所
、
即
ち
画
に
見
わ
ず
。
予
且
に
官
と
な
ら
使
め
ば
、
則
ち

復
遊
ば
ざ
ら
ん
。
遊
び
て
詩
を
な
せ
ば
、
則
ち
画
将
に
復
得
ぎ
ら
ん
。
前
に
古
人
無
く
、
自
に
名
山
川
無
か
ら
使
め
ば
、
則
ち
詩
将
に

安
く
ん
ぞ
触
る
る
所
あ
り
て
、

且
つ
之
を
画
に
移
さ
ん
や
。
去
秋
、
官
に
補
さ
れ
、
之
れ
を
長
安
に
携
う
。
さ
き
ご
ろ
同
門
の
歌
逸
奄

大
名
に
官
す
。
余
の
画
を
雅
重
す
。
割
き
て
以
て
相
容
す
。
余
の
年
目
ご
と
に
大
に
し
て
、
此
等
の
長
巻
多
く
得
る
こ
と
易
か
ら
ず
。

逸
巷
其
れ
普
く
之
れ
を
蓄
え
よ
o

時
に
甲
辰
正
月
燕
九
日
華
亭
顧
大
申
記
す
o
」

」
の
巻
は
、
顧
大
申
が
、
客
秋
つ
ま
り
去
年
（
康
照
二
年

目。∞一山）

の
秋
に
、
呉
輿
を
訪
ね
た
折
、
自
ら
の
詩
情
を
絵
画
に
託
し
、

で
き
上
が
っ
た
も
の
で
、
同
年
の
秋
に
、
官
に
補
さ
れ
て
、
北
京
へ
こ
の
図
巻
を
携
え
た
と
こ
ろ
、
科
挙
で
同
年
に
合
格
し
た
友
人
駄

介
（
ロ
ヲ
は
逸
苓
）
が
大
名
府
へ
転
任
す
る
と
い
う
の
で
、
翌
年
の
正
月
に
記
念
と
し
て
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
顧
大
中
が
官
に
補
さ
れ

た
事
情
に
つ
い
て
は
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
地
方
志
の
伝
記
に
は
、
順
治
十
八
年
（

H
E己
、
江
南
の
奏
錯
の
獄
に
よ
っ
て
順
天
府
（
今

の
北
京
）

の
通
判
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
、
と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
奏
錯
の
獄
で
失
脚
し
て
以
後
、

一
時
帰
郷
し
て
お
り
、
政

に
言
う
「
官
に
補
さ
れ
た
」
康
照
二
年

2
8
3
に
始
め
て
順
天
府
の
通
判
に
赴
任
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

に
詩
を
以
て
誇
り
を
蒙
り
て
よ
り
、
復
詩
を
な
さ
ぬ
こ
と
を
逝
う
。
」
は
、
丁
度
、
友
人
の
施
閏
章
が
、

（

m）
 

詩
の
中
に
恨
み
事
を
述
べ
で
は
な
ら
な
い
と
諭
す
手
紙
を
送
っ
た
時
期
と
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
言
う
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
「
余
庚
子
（
E
G（））

さ
て
、
『
渓
山
詩
興
図
』
の
作
風
に
つ
い
て
、

や
や
詳
し
く
見
て
い
く
と
、

」
の
図
の
視
点
は
、
比
較
的
に
低
く
、

近
景
ま
た
は
中

景
の
描
写
が
中
心
で
、
広
大
な
山
水
の
景
を
含
む
大
観
的
な
構
図
は
取
っ
て
い
な
い
。
山
水
の
み
な
ら
ず
、
舟
や
人
物
等
の
点
景
も
単

純
な
が
ら
非
常
に
よ
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
o
秋
の
景
を
描
写
し
て
い
る
た
め
か
、
全
体
に
穏
や
か
な
山
水
の
景
で
あ
り
、
描
か
れ
た



対
象
の
大
小
関
係
に
よ
る
遠
近
観
や
震
の
使
用
に
よ
る
奥
行
の
表
現
も
合
理
的
で
あ
る
。
ま
た
、
輪
郭
線
の
明
瞭
な
非
常
に
線
的
な
山

水
だ
が
、
僅
か
に
施
さ
れ
た
淡
彩
に
よ
っ
て
現
実
感
の
あ
る
量
感
を
も
表
わ
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
な
長
巻
に
お
い
て
は
、

幾
つ
か
の
異
な
る
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
単
調
さ
を
破
る
こ
と
が
普
通
で
、
『
渓
山
詩
興
図
』

!l) 

そ

う
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
の
幾
つ
か
は
、
呉
振
等
前
代
の
松
江
の
画
家
の
図
巻
に
も
近
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
日
）
。
し
か
し
、

こ
の
図
の
最
も
驚
く
べ
き
点
は
、
董
其
昌
を
中
心
と
す
る
松
江
の
画
風
と
あ
ま
り
に
も
趣
を
異
に
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

こ
の
図
巻
は
、
自
践
で
言
う
よ
う
に
、
呉
輿
の
風
景
に
触
発
さ
れ
て
抱
い
た
詩
的
な
情
感
を
画
に
表
現
し
た
も
の
で
、
所
謂
倣
古
山

清代初期松江の画家顧大申

水
で
は
な
く
、
顧
大
申
自
身
の
作
風
が
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
図
を
詳
し
く
観
察
す
る
と
、
当

時
流
通
し
て
い
た
様
々
な
地
方
様
式
の
影
響
が
見
い
出
せ
る
。

穏
や
か
な
淡
彩
の
使
用
や
、
岸
辺
に
立
ち
並
ぶ
村
落
、
一
豆
粒
の
よ
う
な
人
物
の
表
現
は
呉
派
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。

南
京
の
画
風
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
を
先
に
他
の
作
品
で
述
べ
た
。
こ
の
図
巻
は
、
輪
郭
の
非
常
に
明
確
な
線
的
な
描

法
を
用
い
な
が
ら
二
方
で
は
、
淡
い
墨
と
彩
色
に
よ
っ
て
、
立
体
感
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。
中
央
よ
り
や
や
後
ろ
の
部
分
に
、

中
を
白
く
抜
い
た
、
丸
み
の
あ
る
山
を
二
つ
合
わ
せ
た
場
面
が
あ
り
、
特
に
、
こ
の
部
分
は
、
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
の
襲
賢
筆
『
摂
山

棲
霞
図
』
（
図
臼
）
の
巻
末
部
分
に
非
常
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
襲
賢
の
筆
法
は
、
湿
潤
な
墨
と
輪
郭
を
用
い
な
い
も
の
で
、
自
ず
か

ら
、
『
渓
山
詩
興
図
』
の
顧
大
申
の
筆
法
と
異
な
る
が
、

岩
の
形
状
と
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
作
り
方
は
、

偶
然
と
は
思
え
な
い
親
近
性
を
示

し
て
い
る
。

『
渓
山
詩
興
図
』
が
、
非
常
に
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
線
的
な
山
水
画
で
あ
る
点
は
、
も
う
一
つ
の
非
松
江
的
な
特
徴
で
あ
る
。
米
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沢
嘉
国
民
も
、
『
黒
川
古
文
化
研
究
所

明
清
絵
画
図
録
』
の
中
で
、
「
大
申
の
筆
は
普
通
、
重
厚
な
柔
ら
か
さ
を
も
つ
が
、
こ
の
図
で
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は
漸
江
に
み
る
よ
う
な
や
や
冷
た
い
痩
効
な
筆
致
を
示
し
て
」

い
る
と
評
し
て
お
ら
れ
る

（
初
）

（
図
日
）
0

確
か
に
、

『
渓
山
詩
興
図
』
に

は
、
漸
江
、
即
ち
、
弘
仁
の
画
に
見
ら
れ
る
線
的
な
山
の
表
現
、

空
間
の
明
噺
さ
、

静
寂
さ
等
が
顕
著
で
あ
る
。
『
渓
山
詩
興
図
』
に

見
ら
れ
る
頂
き
の
平
た
い
ジ
グ
ザ
グ
の
岩
の
モ
チ
ー
フ
は
、
同
時
代
の
倣
黄
公
望
山
水
に
時
折
見
う
け
ら
れ
る
が
、

」
れ
は
ま
た
、
弘

仁
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
ま
た
、
蛇
立
し
た
方
形
の
岩
も
、
弘
仁
の
も
の
と
近
い
印
象
を
受
け
、
輪
郭

線
の
片
側
を
ほ
ぼ
完
全
な
空
白
に
す
る
手
法
も
両
者
近
い
も
の
が
あ
る
。
但
し
、
山
水
の
構
築
原
理
は
、
顧
大
申
の
『
渓
山
詩
興
図
』

と
、
弘
仁
の
画
風
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

弘
仁
は
、

複
雑
で
H

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
μ

な
山
水
を
構
築
し
た
が
、
『
渓
山
詩
興
図
』

は
、
単
純
で
穏
や
か
な
山
水
で
あ
る
。
ま
た
、
弘
仁
の
山
水
は
、
と
げ
と
げ
し
く
、
乾
い
た
印
象
を
受
け
る
が
、
『
渓
山
詩
興
図
』
は
、

比
較
的
な
だ
ら
か
で
、
湿
潤
な
山
水
図
で
あ
る
。

弘
仁
独
特
の
線
的
で
且
つ

H

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
μ

な
画
風
は
、
悦
墳
の
画
風
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
北
宋
の
構
図
を
描
い
た
こ
と
よ

り
生
ま
れ
た
。
弘
仁
は
、

線
を
用
い
て
、
H

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
μ

な
量
感
を
生
む
と
い
う
、

言
わ
ば
一
種
の
矛
盾
を
解
決
し
た
新
し
い

画
法
を
作
り
出
し
た
。
安
徽
派
を
代
表
す
る
弘
仁
は
、
顧
大
申
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
画
家
で
、
そ
の
画
は
当
時
中
間
の
江
南
で
非
常

に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
偉
大
な
個
人
主
義
画
家
で
あ
る
石
濡
が
、
安
徽
に
い
た
頃
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
う

し
た
侃
墳
を
典
拠
と
す
る
安
徽
派
の
線
的
な
特
徴
は
、
既
に
明
末
に
芽
生
え
て
お
り
、
顧
大
申
の
線
的
な
画
法
が
、
直
接
或
い
は
間
接

に
、
安
徽
派
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
顧
大
申
が
『
渓
山
詩
興
図
』
を
描
い
た
頃
、
明
代
の
項
元
作
旧
蔵
の
侃
墳
の
山
水
図
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
、
文
献
よ
り

確
認
で
き
る
。
こ
の
侃
墳
の
図
は
、

（
幻
）

で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
も
、
顧
大
申
と
弘
仁
の
画
風
の
強
い
繋
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

実
は
、

現
在
上
海
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
漁
荘
秋
田
輝
図
』
（
図
口
）

の
摸
本
だ
っ
た
よ
う



四

晩
期
の
画
業

顧
大
申
は
、
康
照
八
年
（

5
8）

へ
税
の
徴
収
官
と
し
て
赴
任
し
、
康
照
十
二
年
（
目
。

に
、
工
部
郎
中
と
し
て
、
韓
関
（
江
西
省
）

誌
）
に
は
、
映
西
余
事
挑
国
道
の
長
官
と
な
り
、
程
な
く
官
地
に
て
没
し
た
。

晩
年
の
顧
大
申
の
作
品
は
、
極
端
に
古
拙
さ
を
強
調
し
た
も
の
は
な
く
な
り
、
端
正
で
や
や
枯
れ
た
作
風
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

江
西
赴
任
に
や
や
先
立
つ
頃
と
思
わ
れ
る
作
品
に
、

一
六
六
九
年
の
薮
本
荘
五
郎
氏
蔵
の
『
山
居
図
』
（
図
問
）

と
橋
本
コ
レ
ク
シ

清代初期松江の画家顧大申

ョ
ン
の
『
渓
山
晴
翠
図
』
（
図
旧
）
が
あ
る
。
『
山
居
図
』
の
山
の
構
成
は
、
寅
公
望
を
倣
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
谷
聞
か
ら
滝
の
流

れ
る
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
明
る
い
帯
状
の
部
分
と
、
そ
の
上
に
墨
を
重
ね
た
暗
い
部
分
を
順
次
重
ね
て
主
山
を
形
成
す
る
方

法
は
、

一
六
六

0
年
代
の
顧
大
中
の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
山
の
片
面
を
、
僅
か
な
輪
郭
線
の
み
を
残
し
て
、
空
白
に
し
て

し
ま
う
の
も
、
顧
大
申
が
よ
く
使
う
手
法
で
、
『
渓
山
詩
興
図
』
や
後
述
す
る
『
渓
山
晴
翠
図
』
に
も
見
ら
れ
る
。

」
の
作
品
は
、

岩

山
を
斜
め
に
交
互
に
積
ん
で
い
っ
た
非
常
に
縦
長
の
構
図
を
持
ち
、
以
前
の
倣
古
山
水
に
比
べ
る
と
、
岩
の
表
現
も
や
や
平
面
的
・
線

的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
お
り
、
筆
致
も
随
分
整
理
さ
れ
て
い
る
。
樹
木
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
激
し
い
動
き
は
見
ら
れ
ず
、
岩
の
紬
刑
法
や

構
図
な
ど
も
、
全
体
的
に
正
統
派
の
作
風
に
近
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

同
様
に
縦
長
の
構
図
を
持
つ
『
渓
山
晴
翠
図
』
は
、

顧
大
中
の
自
践
で
は
「
倣
古
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
山
居
図
』

と
や
や
似
た

明
と
暗
の
輪
郭
を
重
ね
た

S
字
形
の
山
並
が
北
宋
の
巨
然
の
作
風
を
、
扮
梯
さ
せ
る
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
ほ
ど
倣
古
山
水
で
あ
る
と
は
感

じ
さ
せ
な
い
。
近
景
の
背
の
高
い
枯
木
や
小
屋
と
人
物
の
表
現
は
、
、
松
江
の
伝
統
が
根
強
く
、

超
左
の
作
風
に
近
い
。
（
図
1
）
し
か
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し
、
墨
は
、
あ
ま
り
厚
く
塗
ら
ず
、
筆
致
も
随
分
整
理
さ
れ
て
、
す
っ
き
り
し
た
穏
や
か
な
山
水
と
な
っ
て
い
る
。
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無
年
記
の
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
松
磯
独
釣
図
』
（
図
却
）
も
、

恐
ら
く
、

こ
の
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
中
間
に
水
景
を

挟
み
、
遠
山
と
近
景
の
岸
辺
を
繋
ぐ
構
図
は
、
元
時
代
の
典
型
的
な
構
図
で
、

し
か
も
、
樹
下
に
舟
に
乗
っ
た
釣
人
を
配
す
る
点
は
、

超
一
雄
の
『
渓
山
漁
隠
図
』
（
A

・D
－
ペ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
等
元
時
代
に
よ
く
描
か
れ
た
「
漁
父
図
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の

図
は
、
践
に
よ
る
と
、

五
代
の
董
源
と
元
の
趨
孟
顕
の
筆
法
を
倣
っ
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
元
の
構
図
を
倣
っ
て
い
る
以
外
、
典
拠
と

何
ら
関
係
が
な
い
。
非
常
に
繊
細
な
松
の
木
の
措
法
は
、
既
に
董
其
昌
の
影
響
を
離
れ
た
顧
大
申
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
遠
山

の
妓
法
も
形
態
も
こ
れ
ま
で
の
松
江
の
画
壇
に
は
、
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
氷
の
よ
う
に
稜
線
の
尖
っ
た
線
的
な
岩
山
を
表
現
し
て
い

る
。
こ
の
妓
法
は
、
侃
墳
の
絞
法
に
近
い
趣
が
あ
る
。
中
期
の
一
連
の
擬
古
作
品
で
は
、
丸
み
の
あ
る
面
の
形
成
と
い
う
特
徴
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
対
極
と
し
て
こ
の
よ
う
な
線
的
な
山
水
に
も
顧
大
申
は
関
心
が
あ
っ
た
。

一
六
七
三
年
の
山
口
良
夫
所
蔵
の
山
水
図
巻
（
図
引
）

は
、
『
松
磯
独
釣
図
』
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

墨
の
使
用
を
押
さ
え
た
、

線
的

で
平
面
的
な
岩
の
構
成
を
見
せ
て
い
る
。
特
に
前
景
部
分
の
疎
ら
な
樹
木
に
は
激
し
い
動
き
が
な
く
、
水
気
の
少
な
い
筆
で
描
い
た
披

は
、
侃
噴
の
披
法
に
近
い
趣
が
あ
る
。

晩
年
の
作
品
は
、
墨
画
が
ほ
と
ん
ど
で
、
着
彩
の
も
の
で
も
彩
色
は
全
く
目
立
た
な
い
。
倣
古
の
意
味
は
益
々
薄
れ
、
董
其
昌
画
の

顕
著
な
影
響
も
見
い
出
し
難
い
。
筆
致
の
整
理
さ
れ
た
、
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
印
象
を
与
え
る
山
水
が
、
晩
年
の
顧
大
申
の
一
つ
の

方
向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。五

作
品
の
評
価

画
史
の
記
載
は
、
顧
大
申
の
画
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。



謝
彬
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
巻
二

「
：
・
山
水
を
普
く
す
。
筆
力
は
蒼
勤
、
用
墨
は
淋
清
、
践
径
は
大
雅
、
気
運
は
濃
厚
な
り
。
事
す
る
所
は
、
宋
の
葦
巨
（
五
代
の
董

源
と
北
宋
の
巨
然
）
、
元
の
黄
王
（
黄
公
望
と
王
蒙
）

に
し
て
、
直
ち
に
堂
奥
に
入
る
o
其
の
融
会
通
化
の
処
は
、
今
古
を
超
脱
す
。
」

張
庚
『
国
朝
画
徴
録
』
巻
中

「
：
・
山
水
に
工
み
に
し
て
、

遠
く
は
董
巨
を
師
と
し
、

清
和
円
潤
に
し

近
く
は
思
翁
（
董
其
昌
の
号
）
を
法
と
す
。

変
通
の
処
、

清代初期松江の画家顧大申

て
、
緯
と
し
て
風
情
有
り
。
尺
紙
寸
嫌
も
土
林
の
珍
重
す
る
と
こ
ろ
と
為
る
・
：
。
」

五
代
北
宋
の
董
源
・
巨
然
と
元
の
黄
公
望
・
王
蒙
を
模
し
て
、

『
図
絵
宝
鑑
読
奉
』
は
、

そ
れ
ら
の
要
素
を
自
分
の
も
の
に
融
合

L
、
新
し
い
画
風
を
作
り
あ
げ
た
と
絶
賛
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
国
朝
画
徴
録
』
は
、

古
人
で
は
董
源
・
巨
然
と
近
人
で
は
葦
其
昌
を

学
び
、
そ
う
し
た
祖
法
を
変
容
し
た
画
風
は
、
清
和
円
潤
で
あ
り
、
風
情
に
富
む
、
と
述
べ
て
い
た
。
顧
大
申
の
作
風
は
、
中
期
の
実

験
的
倣
古
作
品
か
ら
晩
期
の
穏
や
か
な
作
風
を
示
す
作
品
へ
の
移
行
を
み
る
限
り
、
画
史
の
記
述
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。

董
源
・
巨
然
・
貰
公
望
・
王
蒙
の
四
人
の
画
家
は
、
董
其
昌
が
主
張
し
た
文
人
が
典
拠
と
す
べ
き
南
宗
画
の
代
表
的
画
家
で
あ
り
、

顧
大
中
は
董
其
昌
の
理
論
を
踏
ま
え
た
当
時
の
典
型
的
な
復
古
主
義
画
家
で
あ
っ
た
。
但
し
、
現
存
作
品
に
は
、
王
蒙
画
の
妓
法
は
認

め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
画
史
の
記
載
に
は
無
い
が
、
『
松
磯
独
釣
図
』
の
よ
う
な
線
的
な
侃
噴
の
画
趣
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

顧
大
申
が
董
其
昌
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
記
載
は
、
『
国
朝
画
徴
録
』
以
外
、

極
初
期
の
二

（

n）
 

点
の
作
品
を
始
め
、
中
期
の
倣
古
山
水
に
お
い
て
も
、
特
に
樹
木
の
表
現
に
つ
い
て
は
董
其
昌
の
影
響
が
根
強
く
認
め
ら
れ
る
。

他
の
資
料
に
も
見
ら
れ
る
。
確
か
に
、

35 

一
方
、
晩
期
の
作
品
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
董
其
昌
的
な
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。
朱
恵
良
氏
は
、
明
末
の
絵
画
の
時
代
的
特
徴
と
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し
て
、

〈幻）

平
面
化
・
形
式
化
・
不
合
理
化
の
三
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

」
れ
ら
の
特
徴
は
、

特
に
董
其
昌
の
絵
画
に
顕
著
な
も
の
だ

が
、
董
其
昌
画
の
本
質
で
あ
る
極
端
な
抽
象
性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
岩
や
樹
木
の
動
態
は
、
越
左
等
の
一
部
の
画
家
を
除
い
て
、
同
時

代
の
松
江
派
に
も
、

ま
た
董
其
昌
の
系
統
を
引
く
、
正
統
派
の
画
家
た
ち
に
も
そ
れ
ほ
ど
模
倣
さ
れ
な
か
っ
た
。
董
其
昌
の
後
継
者
た

ち
は
、
む
し
ろ
抽
象
性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
と
い
う
董
其
昌
の
灰
汁
の
強
い
個
性
を
穏
や
か
な
も
の
に
、
或
い
は
よ
り
形
式
的
な

も
の
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
『
国
朝
画
徴
録
』
に
言
う
顧
大
申
の
「
清
和
円
潤
に
し
て
、
緯
と
し
て
風
情
有
り
o
』
と
い
う
特
徴
も
、
主

に
晩
期
の
作
風
を
形
容
し
て
お
り
、

お
よ
そ
董
其
昌
の
画
の
性
格
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
顧
大
申
独
自
の
特
徴
と
言
え
る
。

画
史
、
伝
記
の
類
は
顧
大
申
の
絵
画
を
絶
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
、
顧
大
申
の
絵
画
が
「
今
古
を
超
脱
す
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
、

独
創
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
実
際
、
顧
大
申
の
作
風
は
、
基
本
的
に
は
、
同
じ
く
董
其
昌
の
理
論
を
受
け
継
い
だ

正
統
派
の
画
家
た
ち
と
大
き
く
隔
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
王
土
顧
は
、
顧
大
申
を
詩
人
と
し
て
、
「
松
江
派
中
大
樽
（
陳
子
龍
の
号
）

の
下
、
諸
人
の
上
に
在
り
。
」
と
一
応
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、

（
包
）

し
て
の
顧
大
中
に
も
当
て
は
ま
る
。

や
は
り
伝
統
を
受
け
継
い
だ
二
番
手
で
あ
り
、

」
の
評
価
は
画
人
と

結

び

莫
是
龍
よ
り
董
其
昌
、

（
お
）

の
隆
盛
を
絵
画
史
的
に
略
述
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
顧
大
申
が
松
江
画
壇
の
伝
統
と
流
れ
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
こ
と
を

顧
大
申
の
晩
年
の
詩
に
、

顧
正
誼
、

越
左
、

呉
振
に
至
る
松
江
の
著
名
な
画
家
を
詠
み
込
み
、
松
江
画
壇

物
語
る
。
顧
大
申
は
、
董
其
昌
亡
き
後
の
世
の
変
わ
り
ょ
う
を
嘆
く
が
、
明
ら
か
に
董
其
昌
の
時
代
は
去
っ
て
い
た
。
董
其
昌
の
墨
と

筆
に
よ
る
純
粋
に
芸
術
的
で
迫
力
の
あ
る
山
水
は
、
理
解
さ
れ
に
く
く
、
そ
の
革
命
性
を
真
に
理
解
し
、
更
に
董
其
昌
以
上
に
発
展
さ



せ
る
偉
大
な
画
家
は
い
な
か
っ
た
。
顧
大
申
は
、
輩
其
日
日
か
ら
出
発
し
、
次
に
葦
其
昌
の
絵
画
理
論
を
実
践
す
る
よ
う
に
、
倣
古
を
繰

り
返
し
、
最
後
に
は
、
蓋
其
昌
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
抽
象
性
を
取
り
除
い
た
穏
や
か
で
明
断
な
画
風
を
確
立
す
る
。
松
江
画
壇
に
は
、

’
も
と
’
も
と
、

董
其
昌
の
動
に
た
い
し
て
、

顧
大
申
は
こ
の
方
向
に
返
っ
て
行
つ

呉
振
の
画
の
よ
う
に
静
を
重
ん
じ
る
画
風
が
あ
り
、

た
。
既
に
中
期
の
倣
古
作
品
に
お
い
て
、
理
論
の
上
か
ら
は
董
其
昌
を
踏
襲
す
る
が
、
実
践
に
お
い
て
、

よ
り
叙
情
性
の
強
い
顧
大
申

の
作
品
は
董
其
昌
か
ら
の
離
脱
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

董
其
昌
が
中
核
で
あ
っ
た
松
江
画
壇
は
、
董
其
昌
の
後
継
者
を
生
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
没
落
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
顧
大

清代初期松江の画家顧大申

申
の
画
は
、
多
く
の
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
重
宝
さ
れ
た
が
、
倣
古
に
よ
る
試
行
錯
誤
の
結
果
得
ら
れ
た
画
風
は
、
時
代
を
先
取
り
す
る

創
造
性
に
乏
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

そ
う
し
た
中
で
、
『
渓
山
詩
興
図
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
非
松
江
的
画
風
を
も
取

り
込
ん
だ
中
期
の
実
験
的
作
品
は
、
松
江
画
壇
の
末
期
の
様
相
と
当
時
の
画
壇
の
交
流
を
見
る
上
で
、
貴
重
な
例
を
与
え
て
く
れ
る
。

i主
（

1
）
 

席
亮
工
『
読
函
録
』
（
康
照
十
二
年
序
）
巻
二
万
亨
戚
伝
。
南
京
の
多
く
の
画
家
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
周
完
工
は
、
方
亨
成
、
程
正
授

と
共
に
顧
大
申
を
文
人
画
家
の
鼎
の
足
の
一
つ
に
数
え
て
い
る
。

以
下
、
顧
大
申
の
現
存
作
を
順
次
概
略
す
る
が
、
『
神
州
国
光
集
』
ロ
集
一
所
載
の
顧
大
申
筆
の
画
冊
の
一
葉
は
図
版
が
明
瞭
で
な
く
、
真
偽

を
計
り
か
ね
る
の
で
、
こ
こ
に
は
含
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、
『
中
国
古
代
書
画
目
録
』
第
一
冊
（
北
京
文
物
出
版
社

1
9
8
4
年
）
所

載
の
「
倣
黄
公
望
山
水
」
は
未
見
の
為
、
考
察
し
て
い
な
い
。

顧
大
申
の
伝
記
は
、
嘉
慶
『
松
江
府
士
山
』
巻
五
十
六
、
光
緒
『
歪
苧
県
志
』
巻
十
六
、
乾
隆
「
婁
県
士
山
』
巻
二
十
三
等
に
拠
っ
た
。
祖
父
顧

乗
礼
伝
は
『
婁
県
士
山
』
巻
二
十
三
参
照
。
父
顧
化
竜
は
順
治
六
年
、
工
部
員
外
に
封
、
ぜ
ら
れ
る
〈
『
婁
県
士
宮
巻
十
八
参
照
）
。
子
輔
之
、
中

室
官
舎
人
（
『
婁
県
士
山
』
巻
二
十
五
参
照
）
。

（

2
）
 

（

3
）
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（

4
）
 

李
悼
惜
之
星
回
画
家
詩
史
』
甲
下
、
「
董
尚
書
画
巻
歌
贈
朱
子
雪
国
」
。
こ
の
詩
の
前
半
は
松
江
の
絵
画
史
を
簡
略
に
ま
と
め
た
注
目
す
べ
き
内

容
を
も
っ
。
こ
こ
に
、
前
半
の
み
引
用
す
る
。
「
鳴
呼
張
曹
顧
陸
不
可
警
東
呉
絵
事
推
雲
間
雲
間
三
百
年
中
論
風
雅
隆
万
之
際

多
作
者
我
家
亭
林
与
秋
水
濁
世
劇
髄
両
公
子
臨
慕
欲
駕
黄
大
痴
中
郎
虎
寅
何
似
神
同
時
宋
旭
士
山
吉
同
潔
雄
非
晋
産
亦
撞
絶
避
地

時
通
谷
水
船
移
家
擬
載
鴛
湖
月
漢
陽
太
守
好
雲
山
縦
横
不
数
大
米
願
蘭
亭
金
谷
盛
賓
佐
珠
履
雑
還
原
嘗
関
寸
縁
尺
緒
争
伝
出

絶
芸
驚
人
衆
工
失
貧
買
丹
鉛
不
計
銭
一
山
一
水
寧
論
日
尚
書
雅
得
鐙
王
真
画
通
書
理
空
前
人
下
筆
森
痩
秀
徹
骨
呉
振
越
左
皆

途
巡
左
之
携
逸
得
天
趣
振
也
漏
漉
工
枯
樹
董
公
墨
妙
天
下
伝
潤
飾
特
資
両
君
助
一
時
気
韻
皆
尊
一
万
刑
関
董
巨
無
児
孫
却
憐

世
上
多
耳
食
此
事
難
与
常
人
論
文
敏
亡
幾
四
十
載
時
移
物
換
風
流
改
様
磁
甘
為
屠
狗
駆
：
・
」

朱
怠
良
『
趨
左
研
究
』
（
台
北
故
宮
博
物
院
1
9
7
9
年
）
、
第
二
早
「
明
末
画
壇
大
勢
」
参
照
。

V
B
S
E
E
F
叫
以
内
思
き
ミ
ミ
員
一
お
ま
ま

2
2
J
E丹
宅
g
P
2
E
－f
s
s）

u

M

》・

8
・

嘉
慶
『
松
江
府
士
山
』
巻
五
十
六
、
虚
一
五
昌
伝
参
照
。

杜
登
春
『
社
事
始
末
』
。

『
皇
清
百
名
家
詩
』
巻
三
十
九
顧
見
山
集
、
「
秋
雨
移
的
機
園
舟
中
」
。
周
亮
工
『
頼
古
堂
集
』
巻
一
に
は
、
そ
の
時
の
周
亮
工
の
詩
が
所
載

さ
れ
て
い
る
。

施
閏
章
『
施
愚
山
全
集
』
巻
二
十
七
、
「
復
顧
見
山
」
。

『
皇
清
百
名
家
詩
』
巻
三
十
九
一
顧
見
山
集
、
「
初
講
西
村
後
山
草
堂
」
。

長
谷
は
華
亭
と
同
義
。
嘉
慶
『
松
江
府
士
山
』
巻
八
参
照
。

顧
大
申
白
抜
「
曹
知
白
居
吾
郷
之
小
蒸
鎮
。
雅
与
楊
廉
夫
賀
子
久
輩
同
視
席
。
某
幽
清
簡
潅
顔
類
雲
林
子
。
議
ロ
為
平
消
石
瀬
、
不
置
峰
轡
。

今
品
格
直
与
四
家
相
額
頑
、
趨
承
旨
不
及
也
：
・
」
。
董
某
昌
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
二
の
「
題
曹
雲
西
画
」
に
「
五
日
郷
画
家
元
時
有
曹
雲
西
張

以
文
張
子
正
諸
人
。
皆
名
筆
而
曹
為
最
高
。
与
黄
子
久
侃
元
鎮
額
頑
並
重
：
・
」
の
語
が
あ
る
。

王
銃
賢
『
絵
事
備
考
』
に
黄
公
望
の
『
渓
山
亭
子
図
』
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
画
集
』
に
は
、
四
葉
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
画
慌
が
全
部
で
何
葉
か
は
不
明
。

襲
賢
が
よ
く
知
ら
れ
た
明
暗
の
対
比
の
強
い
、
立
体
感
に
富
む
山
水
を
描
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
六
七

0
年
代
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

の
作
品
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
顧
大
市
中
が
面
を
重
視
す
る
作
品
を
描
く
の
は
六

0
年
代
で
あ
り
、
諸
問
賢
と
顧
大
申
の
影
響
関
係
に
つ
い

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8）
 

（

9
）
 

（

ω）
 

（

日

）

（

uv 

（
刊
日
）

（

M
円
）

（

M
M）
 

（
問
団
）
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（げ
V

て
は
今
後
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。

王
子
頑
『
古
夫
子
亭
雑
録
』
巻
五
に
「
見
山
、
丹
青
を
善
く
し
、
尤
も
設
色
を
工
に
す
」
の
一
諮
が
あ
る
が
、
「
A

ん
も
設
色
を
工
に
す
」
は
中

期
の
作
品
に
た
い
す
る
評
語
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
巻
末
の
別
紙
に
は
、
施
閏
章
、
在
栂
、
査
嗣
疎
の
肢
が
あ
る
。

注

ω参
照
。

米
沢
嘉
圃
『
里
山
川
古
文
化
研
究
所
明
清
絵
画
図
録
』
（
黒
川
古
文
化
研
究
所
昭
和
二
九
年
）
、

1
7
頁。

王
土
頑
『
帯
経
堂
詩
話
』
巻
二
十
三
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
顧
大
申
旧
蔵
画
の
侃
讃
の
駿
は
、
上
海
博
物
館
蔵
の
侃
積
筆
『
漁
荘
秋
審
図
』

の
践
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
但
し
、
顧
大
申
旧
蔵
図
に
記
録
さ
れ
た
朱
葬
尊
の
肢
は
、
上
海
本
の
本
紙
に
も
辺
幅
上
に
も
な
い
。

費
鎮
『
国
朝
書
画
家
筆
録
』
巻
一
、
李
玉
菜
『
蹴
鉢
緩
室
書
画
過
日
考
』
巻
二
参
照
。

朱
恵
良
『
趨
左
研
究
』
、

5
7
頁。

王
士
顧
『
古
夫
子
亭
雑
録
』
巻
五
。

注
（
4
）
参
照
。

（川崎）
（川口）

（却）
（幻）

（幻）
（お）

（

M
）
 

（お）

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）

〈
付
記
）

こ
の
論
考
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
古
原
宏
伸
教
授
の
多
大
な
御
支
援
御
教
授
を
賜
っ
た
。

る
。
但
し
、
論
考
の
不
備
な
点
に
関
し
て
は
、
一
切
の
責
を
筆
者
が
負
う
。

な
お
、
心
よ
く
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
曽
布
川
寛
氏
、
作
品
を
実
見
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
所

蔵
家
の
橋
本
末
吉
・
太
乙
、
薮
本
荘
五
郎
氏
の
御
好
意
に
厚
く
感
謝
す
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
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顧
大
申
年
譜

ワ

現
代
末
期
に
松
江
府
華
亭
県
に
生
ま
れ
る
。
初
名

は
鏡
、
字
は
震
維
、
号
は
見
山
、
堪
斎
、
長
谷
、

長
谷
外
史
、
谷
水
等
。

万
磨
町
四
年
（

H
2
C）
祖
父
乗
礼
が
松
江
知
府
張
九
徳
と
華
亭
知
県
轟
紹

昌
に
郷
塾
の
主
と
し
て
招
か
れ
る
。
（
乾
隆
五
三

年
『
婁
県
志
』
巻
二
十
一
ニ
）

崇
禎
2
年
（
－
G
N
坦
）
陳
子
龍
、
松
江
に
て
夏
允
一
券
、
周
立
勲
、
彰
賓
等

と
幾
社
を
発
足
さ
せ
る
。
（
杜
登
春
『
社
事
始
末
』
）

崇
禎
M
M
年
（
目
白
串
凶
）
彰
賓
の
弟
子
顧
大
申
、
彰
賓
の
作
っ
た
幾
社
の
別

派
贈
言
社
の
発
足
に
参
画
す
。
（
『
社
事
始
末
』
）

血
中
市
禎
口
年
（
－
宮
中
）
北
京
、
李
白
成
の
軍
に
よ
り
陥
落
す
る
。

（
順
治
元
年
）

順
治
2
年
（
戸
町
中
印
）
五
月
、
南
京
の
福
王
政
権
嵐
壊
。
八
月
、
松
江
陥

落
。
十
月
、
こ
の
年
よ
り
科
挙
が
再
開
さ
れ
、
江

南
に
於
い
て
郷
試
が
行
わ
れ
る
。

順
治
3
年
（
日
ま
由
）
こ
の
年
、
恩
科
が
あ
り
、
顧
大
申
郷
試
に
合
格

し
、
挙
人
と
な
る
。
（
『
婁
県
士
山
』
巻
十
八
）

順
治
8
年
（
－

2
3
七
月
、
『
老
松
飛
泉
図
』
軸
（
『
南
宗
名
画
苑
』
所

載）。

順
治
9
年
（

HEN）
顧
大
申
殿
試
で
第
二
甲
六
名
（
こ
の
年
の
漢
人
の

合
格
者
三
百
九
十
七
名
の
内
第
九
番
目
）
の
成
績

で
合
格
し
、
進
士
と
な
り
、
工
部
主
事
を
授
け
ら

れ
、
江
寧
の
重
政
を
監
督
す
る
。
（
『
婁
県
士
山
』
巻

二
十
五
）
十
二
月
、
可
私
日
山
居
図
』
軸
（
台
北

故
宮
博
物
院
）
。

順
治
凶
年
（
－

2
3
顧
大
申
、
夏
鎮
河
道
を
分
司
す
る
。
夏
鎮
駐
在
時

代
は
、
運
河
の
管
理
を
務
め
、
公
費
を
節
約
し
て

城
壁
を
築
い
た
り
、
書
院
を
建
て
る
等
、
善
政
を

施
す
。
（
『
婁
県
士
山
』
巻
二
十
五
）

順
治
同
日
年
（
－

E
∞
）
こ
の
頃
、
周
亮
工
、
北
京
へ
護
送
さ
れ
る
途
中
、

胡
玉
昆
を
伴
い
、
夏
鎮
の
顧
大
申
を
訪
ね
る
。

（
周
亮
工
『
頼
古
堂
集
』
巻
一
、
『
皇
清
百
名
家
詩
』

巻
三
十
九
顧
見
山
集
）

順
治
団
年
（
－

5
8
鄭
成
功
、
揚
子
工
を
遡
り
、
南
京
を
脅
か
す
。
清

兵
南
下
の
際
、
徳
州
東
昌
以
南
の
水
夫
、
清
兵
の

船
を
葦
家
口
ま
で
引
い
た
後
放
免
さ
れ
る
が
水
害

に
遭
遇
、
顧
大
申
、
俸
給
を
寄
付
し
、
数
千
人
の

命
を
救
う
。
（
嘉
慶
二
十
四
年
『
松
江
府
士
山
』
巻

五
十
六
）

順
治
口
年
（
－

2
0）
こ
の
頃
、
施
国
章
、
顧
大
申
に
返
書
を
送
り
、
詩

を
以
て
不
遇
の
恨
み
事
を
表
現
す
べ
き
で
な
い
と



『
一
浩
怠
山
全
日
笑
』

一七

順
治
同
日
午
（
日
を
い
］
）
奏
地
問
の

J
1

引
に
一
よ
り
順
天
府
（
今
の
北
京
）
の
通
’
判

に
左
遷
さ
れ
る
。
「
『
婁
県
志
L

二
を
二
十
五
）
こ
の

年
、
朱
長
尊
、
故
郷
に
日
照
る
媛
大
中
に
詩
を
治

る
む
（
米
葬
等
『
回
明
書
古
ア
渠
仁
一
巻
五

d

）

民
照
一
万
年
二
（
五
日
J

三
月
、
三
塁
日
阿
部
%
台
寺
図
L

一
恥
（
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン）じ

i育代初苅松ffの両家；説大EtJ

夜間山
2
年

三
A
5
3
2レ
松
江
府
士
心
何
一
－
一
山
十
巻
編
纂
に
際
し
、
水
利
、
三
（

防
、
文
苑
を
叙
す
ペ
戸
中
最
慶
一
「
松
、
江
府
志
』
巻
一
ヘ

十
四
）
秋
、
郡
大
一
布
、
呉
血
ハ
を
遊
墜
し
、
『
渓
山

詩
朗
幹
片
図
』
巻
（
黒
川
古
文
化
研
究
所
）
を
制
作

h
J

順
天
府
選
判
刊
の
守
口
殺
を
得
た
の
は
、
こ
の
直
後

か
？
（
『
渓
山
詩
盈
ハ
図
』
白
政
）

波町出れの
υ
ん
守
二
安
前
半
）
正
月
、
友
人
の
欧
介
が
大
名
府
に
赴
任
す
る
の
を

記
念
し
、
『
渓
山
詩
興
図
』
を
贈
る
。
「
『
渓
山
詩

盛
（
図
』
白
抜
J

五
月
、
『
老
松
飛
漆
図
r
三
川
（
大
阪

市
立
美
術
館
蔵
）
、
六
月
、
定
日
間
山
松
一
手
図
』
戦

（
広
東
省
淳
物
議
蔵
）
恐
ら
く
、
こ
の
一
年
、
対

の
死
に
送
い
を
故
郷
に
川
市
ワ
、
一
一
誌
に
収
ず

G

（『南青

県
志
一
』
巻
二
十
五
）
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十
一
一
照
5
年
（
｝
｛
見
事
十
月
、
『
一
一
水
』
皿
山
戸
天
津
市
芸
術
侍
物
館
歳
三

2
4
芹
…
あ
）
一
「
一
山
広
』
山
川
勾
神
州
大
観
』
第
十
二
集
所

載）
O

P

｝
の
一
年
亀
山
東
の
末
前
宮
ら
く
松
江
に
一
回
刊

し
、
筆
一
？
の
日
間
大
中
、
周
茂
源
等
と
社
集
を
な

す
d

二
九
八
六
年
上
海
古
籍
出
絞
社
刊
張
禁

剣
著
『
問
問
清
江
蘇
文
人
年
表
」
）
こ
の
後
、
一
一
が

刊
明
け
て
信
仰
官
に
復
寸
？

ぺ波間一
8
年
（
一

2
5
二
月
、
一
「
山
活
図
』
軸
（
薮
本
正
五
郎
氏
裁
可
募

春
、
『
渓
山
晴
翠
図
L

一
日
制
（
橋
本
コ
レ
グ
シ
三
ン

J

｝

こ
の
年
、
工
部
郎
中
と
し
て
議
問
問
（
江
西
省
）
へ

税
の
徴
収
に
赴
く
。
（
三
安
田
竿
心
』
径
二
十
五
）
こ

の
頃
、
画
家
経
牧
を
知
る
か
？
（
『
頼
古
堂
集
L

－

t
伊］六

J

UM
本町出…
aJ
年
（
｛

t
g）
民
（
魁
で
水
害
が
起
こ
り
、
コ
一
江
の
一
俊
泌
を
提
号
一
口
十

る
コ
（
『
婁
県

L
L

心
』
巻
－
一
J
l

五）

山
間
一
川
川
年
二
三
つ
春
萱
帯
、
松
江
を
旅
L
、
（
阪
大
山
中
、
張
彦

之
、
周
総
等
と
一
治
安
を
催
し
、
誌
の
附
ト
答
を
す

る
ο

（
徐
数
『
南
川
平
堂
一
佐
木
』
巻
田
〉

康
問
時
一
口
年
二

2
5
i丹
、
『
山
水
図
』
批
判
〕
（
山
口
良
夫
氏
蔵
）
。
快
丙

ム
双
十
字
泌
波
道
の
一
長
官
と
な
る
コ
（
『
婁
削
除
士
心
」
巻
二

十
五
）
こ
の
年
、
宮
地
に
て
没
す
る
？
戸
『
婁
県

t
t
径
二
十
五
」



図3 顧大中老松飛泉!'FI
1651年 rrお宗名画
苑』所載

図2 董其呂建渓tl！水IZJ
日月徳堂

図 1 越右ニ 竹院逢｛曽図（部分）
大阪市友美術館

図5 黄公望うど池石盟国関4 顧大中秋日Lil居［；（］
1341 年藤田美術会1 1652年台北放宵博物院



図9 董其昌詩淫訪古図
1602年台北故宮博物院

図11 顧大申渓山松亭図
1664年広東省博物館

図フ 顧大申重縁古寺図
1662年
橋本コレクション

図6 王時敏山水図
1653年 J.D.Chen
コレクション
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図12b 顧大申山水図
1666年天津市芸術博物館

図12a 雇巨大申 山水図
1666年天津市芸術博物館

図14 顧大申渓山詩興図 1663年黒Ill古文化研究所



図13 襲賢摂山棲霞図（部分）北京故宮博物院

図15 呉振渓山無尽図（部分） 1632年東京国立博物館

図16 弘仁江山無尽図（部分） 1661年泉屡博古館

図21 顧大申山水図（音E分）

1673年山口良夫氏蔵



図19 顧大中渓111n青翠［'21
1669iド
矯本コ Lケション

国18 顧大中山居間
1669年薮本荘五
郎氏滋

図17 ｛児玉費 ；魚荘秋審問
1355年 上海博物館

図20顧大中松磯独釣図
東京国立博物館


